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電極配置は国際 10 -20法に従い，両耳突連結を不関電極とする単極誘導法により症例により 10部位ないし 16部位を
選択して記録し，データレコーダーに収録した。
1. 高速 Fourier変換法 (FFT法)によるコヒーレンス一位相分析
各症例の術前術後それぞれの記録において代表的と考えられる発波間歌期の糠徐波複合 (spike-and -slow -wave 
complex) について， sampling rate 200Hz でデジタル化し， 512点 (2.56秒)の区間についてFFT を施行し， 0-
50Hz にわたり左右の相同部位におけるクロススペクトルを推定した。
2. 多変量自己回帰モデル (AR モデル)によるパワー寄与率分析







は 2msec以下であった。術後のコヒーレンスは 2症例で広範な周波数帯域で低下したが，残りの 2症例では比較的限局
した周波数帯域でのみ有意に低下した。術後の位相は，各症例ともばらつきが増大する傾向にあり，中心・頭頂部ある
いは頭頂・後頭部において分散が有意に増大した。 1 症例は術前において前頭部で 6.7msec，中心部で 8.4msec の時間






















標となると考えられた。本研究の結果から， Lennox -Gastaut 症候群の両側同期性糠徐波複合の伝播の機序として，
脳梁を介する皮質，皮質下の相互作用系からなる多重構造を想定するのが妥当と考えられた。
これらの知見は，薬物難治性てんかんに対する脳梁切断術の治療効果を評価する上で臨床的に意義があり，学位に値
するものと考える。
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